
世界初、
目のかゆみ*に
1日1回のクリーム剤。
＊本剤の効能・効果「アレルギー性結膜炎」の
　 症状の一つです。

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
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1）ウサギにおけるエピナスチン塩酸塩眼科用クリームの眼瞼皮膚単回塗布時の眼組織分布及び吸収，参天製薬（株）社内資料
2）0.5％ STN1011402 眼科用クリームのアレルギー性結膜炎を対象とした二重遮蔽比較試験－第Ⅲ相、検証的試験－，参天製薬（株）社内資料（承認時評価資料）
3）庄司純 他：眼科, 66, 267（2024） 利益相反：本試験は参天製薬株式会社が研究費用を負担し、企業主導試験として実施された。

● 持続性・経眼瞼アレルギー性結膜炎治療剤
世界で初めての1日1回眼周囲（上下眼瞼）へ塗布するクリームタイプのアレルギー性結膜炎治療剤です。 1日1回、投与部位に
直接触れながら塗布することで、アレルギー性結膜炎に対する治療効果を発揮します。｠

● ユニークな薬物動態
本剤を眼瞼皮膚に塗布したとき、有効成分であるエピナスチンは眼瞼皮膚を通過して眼球・眼瞼結膜に分布し、 塗布後
24時間においてもエピナスチンが検出されました（ウサギ）1） 。

● アレルギー性結膜炎症状に対する改善効果
第Ⅲ相CAC試験（スギ花粉抗原を用いた結膜抗原誘発試験）において、アレルギー性結膜炎の平均眼そう痒感スコアおよび
平均結膜充血スコアをプラセボ眼瞼クリームに比べて有意に抑制したことから、本剤のプラセボ眼瞼クリームに対する
優越性が検証されました（p<0.0001、線形混合効果モデル）2） 。

● 長期的な改善効果
第Ⅲ相長期投与試験（環境試験、8週間）において、自覚症状※1および他覚所見※2は投与開始時に比べて有意なスコアの
減少を認めました（p＜0.01およびp＜0.05、名目上のp値、対応のあるt検定）3） 。

● 副作用
主な副作用は、眼瞼そう痒症および眼瞼紅斑でした（0.1～5％未満）。
電子添文の副作用の項および臨床成績の項の安全性の結果をご参照ください。

アレジオンⓇ眼瞼クリーム0.5％の特性

8. 重要な基本的注意　8.1 本剤の使用により効果が認められない場合には、漫然と長期にわたり投与しないよう注意すること。

※1：眼そう痒感、眼脂、流涙、異物感　※2：眼瞼結膜充血、眼瞼結膜腫脹、眼瞼結膜濾胞、眼瞼結膜乳頭、眼球結膜充血、眼球結膜浮腫


